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原子炉材料の照射誘起劣化の主要因は、照射誘起格子欠陥の蓄積である。したがって、照射誘起欠

陥の蓄積を引き起こす個々の欠陥の生成と移動および欠陥同士の相互作用といった欠陥挙動について

の正確な理解は、炉材料正確な寿命予測あるいはそのような基礎的知見に基づいた炉材料開発に役立

つと期待される。 

近年、欠陥挙動に対する大規模計算機シミュレーションが盛んに行われている。我々は、そのよう

な計算機シミュレーションの結果と対比し得るような正確な実験データ得ることを目標として、比較

的単純な系である純金属および二元系合金を対象として、透過型電子顕微鏡法 (TEM) によって欠陥挙

動を調べている（例えば、[1-3]）。 

本講演では、TEM で直接追跡し得るナノスケールの欠陥の挙動、および TEMでは直接追跡が不可能な

高速移動する原子サイズの点欠陥の挙動を抽出した成果を紹介する。 
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